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◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　
１
億
４
７
２
万
１
０
０
０
円
を

増
額
し
、
予
算
額
は
84
億
７
６
５

３
万
５
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
、
病
院
事
業
会
計
へ
の

繰
出
金
、
ナ
マ
コ
事
業
用
の
飼
育

用
資
材
等
の
購
入
、
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
改
修
、
８
月
９

日
、
18
日
の
大
雨
に
よ
り
被
災
し

た
農
地
や
農
業
用
施
設
、
道
路
、

河
川
の
災
害
復
旧
工
事
そ
の
他
行

政
執
行
上
、
当
面
必
要
と
す
る
経

費
な
ど
で
す
。

◎�

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
１
２
４
万
２
０
０
０
円
を
増
額

し
、
予
算
額
は
17
億
１
３
３
９
万

８
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
退
職
被

保
険
者
に
係
る
高
額
療
養
費
の
追

加
や
前
年
度
の
退
職
医
療
交
付
金

の
確
定
に
伴
う
返
還
金
な
ど
で
す
。

◎�

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　
３
９
１
万
３
０
０
０
円
を
増
額

し
、
予
算
額
は
９
億
９
６
１
９
万

３
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
緊
急
通

報
装
置
セ
ン
タ
ー
機
の
更
新
や
前

年
度
分
の
介
護
給
付
費
負
担
金
等

の
確
定
に
伴
う
支
払
い
基
金
等
へ

の
返
還
金
な
ど
で
す
。

◎�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
８
７
１
万
２
０
０
０
円
を
増
額

し
、
予
算
額
は
４
４
８
１
万
４
０

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
瀬
棚
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
用

リ
フ
ト
等
や
送
迎
用
車
両
の
更

新
、
件
数
の
増
加
に
伴
う
介
護
予

防
プ
ラ
ン
作
成
業
務
委
託
料
の
追

加
な
ど
で
す
。

◎�

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　
２
６
６
万
円
を
増
額
し
、
予
算

額
は
８
億
５
２
３
万
７
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
老
朽
化

し
使
用
し
て
い
な
い
旧
愛
知
地
区

簡
易
水
道
施
設
の
取
り
壊
し
工
事

や
、
８
月
９
日
、
18
日
の
大
雨
に

よ
り
被
災
し
た
水
道
施
設
の
災
害

復
旧
の
た
め
の
修
繕
な
ど
で
す
。

◎�

営
農
用
水
道
等
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
１
１
５
万
円
を
増
額
し
、
予
算

額
は
３
０
０
５
万
３
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
雲
内
地

区
飲
雑
用
水
道
ポ
ン
プ
場
の
滅
菌

機
の
取
り
替
え
修
繕
及
び
８
月
９

日
、
18
日
の
大
雨
に
よ
り
被
災
し

た
営
農
用
水
道
等
施
設
の
災
害
復

旧
の
た
め
の
修
繕
な
ど
で
す
。

◎�
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
23
万
７
０
０
０
円
を
増
額
し
、

予
算
額
は
６
６
９
万
３
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
鵜
泊
地

区
漁
業
集
落
排
水
施
設
の
浄
化
槽

受
電
盤
の
修
繕
な
ど
で
す
。

◎�

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

（
第
３
号
）

　
資
本
的
支
出
に
お
い
て
８
４
９

万
円
を
増
額
し
、
予
算
額
は
１
億

８
１
４
万
６
０
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
国
保
病
院
で

は
救
急
以
外
の
転
院
、
帰
院
等
に

使
用
す
る
患
者
送
迎
車
の
購
入
、

大
成
診
療
所
で
は
改
築
工
事
実
施

設
計
業
務
委
託
で
す
。

◎�

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　

（
追
加
提
案
）

　
２
８
４
万
１
０
０
０
円
を
増
額

し
、
予
算
額
は
84
億
７
９
３
７
万

６
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
で
す
。

◎�

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

（
追
加
提
案
）

平成25年第３回定例会

25
年
度
補
正
予
算

　

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
24
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
、
会
期
を
１
日
残
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
の
11
会
計
決
算
を
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
し
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
し
た
議
案
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。



3 | 議会だより

　
５
５
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算

額
は
４
億
１
４
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
汚
水
処
理
施

設
共
同
事
業
の
完
了
に
よ
る
消
費

税
、
地
方
消
費
税
の
納
付
額
の
増

額
で
す
。

◎
税
条
例
の
一
部
改
正　

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
等

か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
、
公
社
債

等
及
び
株
式
等
に
係
る
所
得
に
対

す
る
課
税
に
つ
い
て
改
正
し
ま
し

た
。

◎�

北
檜
山
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正
　

　
老
朽
化
に
伴
い
、
富
里
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
を
解
体
し
た
の
で
本

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎�

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
公
社
債
等
及
び
株
式
等
に
係

る
所
得
に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て

改
正
し
ま
し
た
。

◎�

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
一
部
変
更

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
規
約
を
変
更
す
る
た
め

に
必
要
な
議
決
を
し
ま
し
た
。

◎�
平
成
24
年
度
健
全
化
判
断
比

率
・
公
営
企
業
資
金
不
足
比
率

の
報
告

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
町

監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
財
政
健
全
化
指
標
は
、
実
質
公

債
費
比
率
で
は
12
．
１
パ
ー
セ
ン

ト
（
前
年
度
比
１
．
７
ポ
イ
ン
ト

減
）、
将
来
負
担
比
率
は
49
．
２

パ
ー
セ
ン
ト
（
同
32
．
２
ポ
イ
ン

ト
減
）
と
前
年
度
に
比
べ
大
き
く

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

※
実
質
公
債
費
比
率

　
せ
た
な
町
の
全
会
計
及
び
一
部

事
務
組
合
（
北
部
桧
山
衛
生
セ
ン

タ
ー
組
合
な
ど
）
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金
の

標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額

に
対
す
る
比
率
。

※
標
準
財
政
規
模

　
標
準
的
な
税
収
入
額
と
地
方
道

路
譲
与
税
な
ど
の
交
付
金
に
地
方

交
付
税
を
加
え
た
額
で
、
標
準
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の

一
般
財
源
の
規
模
を
示
す
金
額
。

※
将
来
負
担
比
率

　
せ
た
な
町
の
全
会
計
、
一
部
事

務
組
合
、
第
三
セ
ク
タ
ー
（
温
泉

ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
な
ど
）
が
将

来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
。

◎�

平
成
24
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
の
決
算
認
定

　
一
般
会
計
の
ほ
か
10
会
計
の
決

算
は
本
会
議
に
お
い
て
決
算
審
査

特
別
委
員
会
（
澤
田
　
光
子
委
員

長
）
を
設
置
し
、
休
会
中
の
25

日
、
26
日
に
審
査
さ
れ
、
再
開
さ

れ
た
本
会
議
に
お
い
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
一
般
会
計
）

大
湯　

圓
郷　

議
員

　
私
は
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て
、
賛
成
の
立

場
で
討
論
を
致
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
に
お
け

る
歳
入
総
額
は
93
億
３
８
７
５
万

円
で
あ
り
、
歳
出
総
額
は
91
億
８

１
９
０
万
３
０
０
０
円
で
あ
り
ま

す
。
よ
っ
て
余
剰
金
は
１
億
５
６

８
４
万
７
０
０
０
円
で
あ
り
、
内

訳
は
、
繰
越
明
許
費
、
繰
越
財
源

に
３
２
３
２
万
７
０
０
０
円
、
財

政
調
整
基
金
積
み
立
て
に
６
４
５

２
万
円
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
金
に

６
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
財
政
健
全
化
を
示
す
各

財
政
指
標
等
は
、
前
年
対
比
し
て

実
質
公
債
費
比
率
１
．
７
％
、
将

来
負
担
比
率
31
．
２
％
改
善
や
経

常
収
支
５
．
１
ポ
イ
ン
ト
、
公
債

負
担
比
率
３
．
６
ポ
イ
ン
ト
、
税

徴
収
率
０
．
６
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ

れ
改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
町
債
は
、
前
年
よ
り
８

億
３
１
６
０
万
２
０
０
０
円
減
債

さ
れ
、
１
１
３
億
９
７
２
０
万
円

と
な
り
、
各
基
金
の
総
額
は
前
年

よ
り
９
億
５
９
２
９
万
円
積
み
増

し
さ
れ
、
46
億
２
５
０
９
万
３
０

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
財
政
健
全
化
が
着
実
に
進
ん

で
る
こ
と
は
、
町
民
各
位
、
町
理

事
者
、
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
き
た
成
果
で
あ
る
と
と

も
に
、
３
年
後
の
一
本
算
定
に
よ

る
大
幅
な
交
付
税
減
額
を
見
据
え

た
対
策
と
し
て
評
価
致
し
ま
す
。

　
事
業
執
行
に
お
い
て
も
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、
障
が
い

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ぞ
み
の
開

設
、
大
成
区
水
道
施
設
整
備
な
ど

６
項
目
の
基
本
政
策
と
共
に
新
規

事
業
や
継
続
事
業
の
遂
行
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
た
成
果
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
民
各
位
が
将
来

に
希
望
を
も
ち
、
展
望
が
開
け
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、
町
理
事
者
、

職
員
に
は
そ
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
よ
り
一
層
の
研
さ
ん
を
積
み
、

行
政
執
行
に
あ
た
り
ま
す
よ
う
念

願
し
、
賛
成
討
論
と
致
し
ま
す
。

◎�

道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る

意
見
書提

出
議
員
　
熊
野
　
主
税

賛
成
議
員
　
大
野
　
一
男

同 

　
　
内
田
　
尊
之

同 

　
　
大
湯
　
圓
郷

※�

内
閣
総
理
大
臣
の
ほ
か
関
係
す

る
大
臣
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

条

例

そ

の

他

報

告

決
　
算
　
認
　
定

意
　

見
　

書


